南部藩の能楽 -寛文から元禄まで- by 青柳 有利子
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　近世諸藩の能楽史研究は、室町期に大成した能がいかなる変遷
を経て現在に至ったかを考える上で不可欠の作業である。しかし諸藩の詳細な能楽史研究の事例は現在のところ十指に満たず、研究に使用される記録類の多くが、能楽重用 風潮が強かった天和から宝永にいたる徳川綱吉時代を古例とし、享保以後 記録がきわめて多い。これに対し本稿で紹介する南部藩の江戸日記『御在府留』は、先行研究 千葉常樹氏『南部藩能楽史』に言及のない寛文年間の記事が詳細で、近世前期における幕府周辺の能の様子を伝える点でも貴重であ
る１
。さらに能役者を御歩行組の藩士とし





































































だった元禄期の記事がないのは実情を反映している訳ではなく、『御在府留』とは別に能楽専用の記録類が存在していたらしいことを想像させる。一口に御在府留と言っても、南部藩の場合は日次記形式のものと抜書き形式のものが混在し おり、後者には、将軍への献上目録や老中から 廻状など、比較的重要と思われる記事が日次記から抜粋・清書されている。能関連では、江戸城での御能拝見を知らせる廻状、藩邸で 大名饗応 が時々記録される程度で、謡初や役者の御機嫌伺い・稽古能など、末節の事は記録されていない。年によって日次記と清書分のどちらか あるいは両方が残っている 、延宝・天和・貞享・元禄・正徳年間は抜書き形式のものしか残っていない。したがって元 動向は『御在府留』では窺い知れないのであるが、寛文七年の記録に他の資料を補うことで元禄期の様子もある程度は想像可能 ある。以下、役者や能番組を中心に考察していく。
二 　宝生九郎重友
　多くの大名家が綱吉将軍就任以後の貞享年間より能楽愛好の風
潮をはっきりと強めるのに対し、 『御在府留』を紐解く 、南部藩では藩主南部重信が寛文七年の時点ですでに能を重視して たことが分かる。中でも贔屓されたのが 名人の誉れ高 宝生将監重友である。重友は八代目の宝生大夫で、元和五年に生まれ寛永十三年四月以降に大夫を嗣ぎ、貞享二年に没した。祖父勝吉と父重房は能が下手であったが、喜多七大夫 指導を受け、宝生流中興の祖とも言える熟練した役者になったとい
う２
。南部藩では、藩










































































郎右衛門・日吉平兵衛・大鼓権左衛門 同甚四郎・小鼓孫四 ・大鼓孫兵衛・同源三郎 小鼓清二同彦兵衛・後見清兵衛 笛八 右衛門・同彦五郎太郎左衛門 太鼓惣右 門・後見作右衛門・源六・源右衛門・伝右衛門・弟子四人 長大夫・長左 弟子四人 兵三郎。
　宝生九郎への謝礼が 「帷子三つ・内単物一、銀子拾枚、霜肴一、
御樽壱荷」と多いのは、この日の催しの主演者であり、おそらくは興行全体を差配したためでもあろう。七之助は名字不明で、他資料に記録を見ないが、おそらく宝生座のシテ方であろ ワキの春藤六郎次郎は、 春藤流三世・六右衛門 次男で金春座の所属、松井平兵衛 大倉三忠氏蔵『四座先祖書』に六郎 郎 弟子・紀
州様扶持人とある。多左衛門と庄左衛門については分からないが、六郎次郎の弟子だろうか。 『明暦三年能役者付』によると、春藤六右衛門脇ツレとして金春座に梶木庄右衛門なる人物がいる。 藤権七は六 次郎の弟で宝生座ワキ方、後の下掛リ宝生流の祖である。養子新之丞と もに二番ずつ を勤めた。日吉平兵衛も宝生座のワキ方、九郎右衛門は不明だが、同じく宝生座の役者と思われる。大鼓の権左衛門は、慶安二年から貞享二年にかけて興福寺薪猿楽に出演している高樋権左衛門か、寛文十年の薪猿楽で一番を務めた大蔵権左衛門と推測され 甚四郎も姓不明ながら、同名の大鼓役者が寛文七年の薪猿楽に参加している。孫四郎は春日孫四郎、孫兵衛は春日孫兵衛であろう。以下、名字が特定できる者を列挙すると、 幸清次郎・大倉彦兵衛・桜井清兵 ・中村八郎右衛門・大木太郎左 門・金 惣右 ・大倉源六・大倉源右衛門である。狂言は観世座 鷺傳右衛門 金春座の大蔵長太夫と大蔵長左衛門である。最後に挙がってい 兵三郎は、四章で紹介する将軍家の御部屋役者・中桐 三郎と考えられる。出勤者は総勢六十四名、遣わした銀子は百七十一枚、帷子三十二枚に上った。当時石高八万石の小藩に似合わぬ大掛かりな催しで、嫡子行信の叙任祝儀能かと推測したゆえんである。
　宝生大夫と南部家のつながりを示す記事はこれだけではない。
寛文七年八月十日には「保生 夫 御中間借申度由申上。遣ス」「保生大夫所ヘ太田備中殿御出ニ付而、海老一折、鱸一折、黄精酒も遣之」とあって、宝生九郎に中間を派 、若年寄太田資宗の饗応に見舞いを遣わしている。八月 五日には理由不明ながら
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「保生九郎銀子五枚、同長二郎方へ同三枚、権三郎・十三郎方へ銀弐枚宛被遣」とあり、十月一日には「保生大夫、同長二郎、権三郎、十三郎、御ふる舞」をしている。一週間後の十月八日には「保生大夫所ヘ御振舞ニて御出。御馳走ニ能仕ル。御供中野吉兵衛、奥瀬伊左衛門参ル。御膳七つ時分出ル。御相伴右之両人仕ル。惣御供能見物、菓子酒振廻 小姓新介・半弥・六十郎・忠五郎御供」 「保生大夫所ヘ御持参、銀子拾枚 鶴壱羽、御小袖三、長次郎ニ銀子拾枚、被下之」とあり 南部重信が宝生九郎の屋敷へ出掛け、能を見物している。番組は分からないが 午後四時ころには膳が出され、菓子と酒も振舞われた。お供の山屋半弥・佐藤六十郎・鈴木忠五郎は、後にしばしば能を舞う人物である。特に六十郎と忠五郎は藩主お気に入りの小姓で、藤枝宮内・谷河左内と改名した後も多くの舞台 踏んだ。供を命じられたのは、宝生大夫の能を間近で見習わせる意図もあってのことだろう また十月十九日には「保生大夫所へ客来 座候由ニて 鱸一折二 鮑一折 、伊左衛門切紙相添遣す」とある。
　こうしてみると、大名の屋敷に参上したり、逆に自分の屋敷に
招いたりと、大名の間での宝生九郎の人気は当時すで 高かったのではないか 推測される。 かもその度に南部藩から肴や銀子が遣わされて るので 相当羽振りが良かった 違いない。彼の生活を伝える資料に、津軽藩から紀州藩役者に転じた徳田藤左衛門隣忠が著した『隣忠見聞
集５
』がある。それによれば、宝生九郎
重友は「心尋常 者にあらず、大名風 者」とされ、夜帰宅したときに玄関から居間まで燭台 蝋燭が灯っていない 不機嫌で































































































































































































































































































































































































で諸侯が一斉に能を後援し始め、かねて宝生贔屓 南部藩も一層の愛顧を与えたであろうことが想像されるが、 『御在府留』では能の記録がない空白期間 なっている。 『南部興補録』の内容はその欠を補うもので、天和年間前後の同藩の能楽愛好の実態を伺うことができる。
四 　将軍家御部屋役者、中桐兵三郎・新右衛門
　さて、右の祝儀能で宝生重友とともに打ち合わせに参上した合






































































































































































































































で紹介されてい 、南部家の支藩八戸南部家旧蔵 〈弱法師〉との関連も注意されるが 後考に俟ちたい
おわりに
　地方諸藩の能楽史研究は、個々においては限定的なテーマであ






















（８） 　細井計他 「公儀御馬買衆と盛岡藩」 （ 『岩手大学教育学部研究年報』
平
14・２） 。
（９） 　盛岡市中央公民館蔵。引用は同館発行の活字本による。（
10） 　藩主の命に応じて星川正甫が文久元年に編纂し、藩に献上した南部藩士諸家の系図。前沢隆重他編『南部藩参考諸家系図』 （昭
59、
国書刊行会）の翻刻がある。
（
11） 　一駄は重信の給与制度改定により定められた単位で、六駄二人扶持は二十四石と同格。
